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す な だ・し ゅ う い ち  ☆  1 9 5 8 年 3 月 、愛 媛 県 今 治 市 八 丁 西 生 ま れ 。今 治

市 立 立 花 小 学 校 、 今 治 市 立 立 花 中 学 校 、 愛 媛 県 立 今 治 北 高 等 学 校 を へ て 、

1 9 7 6 年 4 月 に 東 京 農 業 大 学 農 学 部 に 入 学 。 大 学 で は 林 政 学 を 専 攻 。 卒 業

後 は 帰 郷 し 、1 9 8 0 年 4 月 に 今 治 市 立 花 農 業 協 同 組 合（ 現・今 治 立 花 農 業 協

同 組 合 ） に 入 組 。 J A 今 治 立 花 で お よ そ 6 年 間 流 通 ・ 販 売 の 仕 事 に 携 わ る 。

そ の 後 、父 親 が 創 業 し た 砂 田 撚 糸（ 株 ）に 入 社 し 、撚 糸 加 工 の 現 場 を 経 験 し

た の ち 2 0 1 3 年 4 月 に 同 社 代 表 取 締 役 社 長 に 就 任 。 そ し て 現 在 に 至 る 。 タ

オ ル 生 産 量 の 減 少 に と も な い 同 業 者 が 廃 業 し て い く な か で 、砂 田 撚 糸 は 多 品

種 少 量 生 産 お よ び 短 納 期 に お い て 差 別 化 を 図 り 、現 在 も 今 治 の タ オ ル 産 地 の

モ ノ づ く り を 支 え て い る 。  

タ オ ル の 原 料 と な る 糸 に は 撚

り が か か っ て い る 。 今 治 の タ オ

ル 産 地 で 、 こ の 撚 り の 加 工 を 専

門 に お こ な う の が 砂 田 撚 糸

（ 株 ） で あ り 、 そ の 代 表 を 務 め

る の が 今 回 の 「 タ オ ル び と 」 で

と り 上 げ る 砂 田 周 一 氏 で あ る 。

撚 り は 、糸 に 強 度 を 与 え る の み

な ら ず 、生 地 の 風 合 い や 肌 触 り

に 変 化 を も た ら す 。晒 染 加 工 と

お な じ く 、撚 糸 加 工 は タ オ ル の

品 質 を 左 右 す る 重 要 な 準 備 工

程 で あ る 。創 業 か ら 半 世 紀 以 上

の 砂 田 撚 糸 の 歩 み と も に 、撚 糸

加 工 業 か ら み た 今 治 タ オ ル の

歴 史 を 振 り 返 る 。  

砂田周一氏  
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1． 幼 少 年 時 代  

 

曽祖母 、祖母に育てられた少年時代  

 

 砂 田 周 一 氏 は 、1 9 5 8 年 3 月 4 日 、今 治 市 八 町 西 で 代 々 農 業 を 営

む 砂 田 家 の 三 人 兄 弟 の 長 男 と し て 誕 生 し た 。 下 に は 妹 と 弟 が い る 。

父 ・ 孫 宏
ま ご ひ ろ

氏 は 砂 田 撚 糸 の 創 業 者 で あ り 、 創 業 当 時 は 農 業 の 副 業 と し

て 撚 糸 加 工 業 を は じ め た 。 宇 摩 郡 土 居 町 （ 現 ・ 四 国 中 央 市 ） 出 身 の

母 ・ 重 子 氏 は 、 兼 業 農 家 と し て 米 や 野 菜 づ く り を 手 伝 い な が ら 、 撚

糸 加 工 に も 従 事 し た 。  

 砂 田 氏 は 、 両 親 が 仕 事 で 多 忙 だ っ た た め 、 同 居 し て い た 曽 祖 母 と

祖 母 に 育 て ら れ た 。 曽 祖 母 の 光 世 氏 の 父 親 は 曽 我 部 右 吉 で あ り 、 愛

媛 県 で は 名 の 知 れ た 人 物 で あ る 。  

曽 我 部 右 吉 は 、1 8 6 4 年 に 越

智 郡 九 和 村 与 和 木（ 現・今 治 市

玉 川 町 ） に 武 田 弥 平 太 の 三 男

と し て 生 ま れ 、1 7 歳 の と き に

桜 井 村 の 叔 父 曽 我 部 勘 太 郎 の

養 嗣 子 と な っ た 。1 8 9 4 年 に 桜

井 村 の 村 長 に 就 任 後 、 長 き に

わ た り 要 職 を 務 め た 。 こ の 間

に 植 林 治 水 と 四 阪 島 煙 害 交 渉

に 尽 力 し 、地 域 の 安 全・発 展 に

大 き な 功 績 を 残 し た 。  

蒼 社 川 、 頓 田 川 流 域 で は 上

流 の 官 有 山 の 荒 廃 に よ っ て 大

雨 に よ る 洪 水 や 日 照 り つ づ き

に よ る 渇 水 に 悩 ま さ れ て い

た 。そ こ で 曽 我 部 右 吉 は 、関 係

 

綱 敷 天 満 神 社 境 内 に 建 立 さ れ て  

い る 曽 我 部 右 吉 の 銅 像  

（ 写 真 出 典 ： 愛 媛 県 生 涯 学 習 セ ン タ ー 「 曽 我

部 右 吉 」『 デ ー タ ベ ー ス 「 え ひ め の 記 憶 」』）  
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各 所 に 熱 心 に 働 き か け 、1 8 9 1 年 に 越 智 郡 日 高 村 を は じ め と す る 1 3

カ 町 村 組 合 山 （ 現 ・ 今 治 市 玉 川 町 及 朝 倉 村 共 有 山 組 合 ） と し て 国 よ

り 無 償 で 払 い 下 げ を 受 け 、 1 8 9 8 年 に 同 組 合 山 管 理 者 、 1 902 年 に

は 同 組 合 山 組 長 と な り 、 治 山 治 水 の 考 え の も と で 植 林 造 林 事 業 に 力

を 入 れ た 。  

 そ の 後 、 し ば ら く し て 別 の 問 題 が 浮 上 し た 。 1 9 05 年 の 四 阪 島 製

錬 所 の 操 業 開 始 か ら 亜 硫 酸 ガ ス の 排 出 に よ る 煙 害 が 深 刻 化 し 、 被 害

地 が 東 予 地 区 一 帯 に 広 が っ た の で あ る 。 そ こ で 当 時 桜 井 村 の 村 長 で

あ っ た 曽 我 部 右 吉 が 立 ち 上 が り 、 被 害 者 代 表 と し て 別 子 鉱 業 所 に 対

し て 粘 り 強 く 交 渉 し つ づ け た 。 そ の 結 果 、 191 0 年 1 1 月 に 農 商 務

大 臣 官 邸 に て 住 友 側 代 表 と 妥 協 交 渉 会 開 催 に 漕 ぎ つ け 、 交 渉 を 成 立

さ せ 煙 害 問 題 を 解 決 に 導 い た 。  

 こ れ ら の 偉 業 を 成

し 遂 げ た 人 物 を 父 親

に も つ 曽 祖 母 の 光 世

氏 に 育 て ら れ た 砂 田

氏 は 、幼 い な が ら も 曽

祖 母 の 品 格 と 尊 厳 さ

を 肌 で 感 じ て い た 。光

世 氏 の 息 子 で あ る

清 哉
き よ ち か

氏 は 小 学 校 の 教

員 を し て お り 、砂 田 氏

の 祖 父 に あ た る 。そ の

清 哉 氏 の 妻 で あ る 照

子 氏 は 砂 田 氏 の 祖 母

に あ た り 、 砂 田 氏 は 祖 母 の 照 子 氏 に も 大 切 に 育 て ら れ た 。 し っ か り

者 の 二 人 の 女 性 と 過 ご す 時 間 が 多 か っ た 砂 田 氏 は 、 砂 田 家 の 長 男 と

し て 家 督 を 継 ぐ こ と を 自 然 と 自 覚 す る よ う に な り 、 大 学 進 学 で 地 元

を 離 れ 東 京 に 出 る と き も 曽 祖 母 、 祖 母 は 口 を 揃 え て 「 行 っ て こ い 」

と 見 送 っ て く れ た 。  

家 系 図  
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旅行好きは少年時代から  

 

 砂 田 氏 は 、 19 64 年 4 月 に 今 治 市 立 立 花 小 学 校 に 入 学 し た 。「 い

た っ て 普 通 の 少 年 時 代 」 を 過 ご し た と 言 う 砂 田 氏 で あ る が 、 旅 行 好

き に な っ た の は 家 族 の 影 響 が 大 き い 。 幼 い 頃 か ら 家 族 旅 行 で 四 国 一

円 、 九 州 方 面 、 中 国 地 方 な ど に し ば し ば 自 家 用 車 で 連 れ て 行 っ て も

ら い 、 知 ら な い 場 所 を 旅 し て 周 る の が い つ の 間 に か 生 活 の 一 部 と な

っ た 。  

1 9 7 0 年 4 月 、砂 田 氏 は 今 治 市 立 立 花 中 学 校 に 入 学 し 、こ の 年 に

父 親 が 農 業 に 主 軸 を 置 き な が ら 砂 田 撚 糸 を 創 業 し た 。 砂 田 家 は 、 タ

オ ル づ く り と は 無 縁 で あ っ た が 、 タ オ ル 生 産 量 日 本 一 を 誇 る 今 治 に

あ っ て 、 ま た 今 治 で 開 発 さ れ た タ オ ル ケ ッ ト の 流 行 や 国 内 の タ オ ル

需 要 の 増 加 で 労 働 力 不 足 に 頭 を 抱 え て い た タ オ ル 業 界 の 要 請 に 応 え

る か の よ う に 、 撚 糸 加 工 業 を ス タ ー ト さ せ た 。  

立 花 中 学 校 で は 部 活 動 へ の 所 属 が 必 須 だ っ た た め 、 砂 田 氏 は 、 部

活 を 授 業 の 延 長 線 と 位 置 付 け て ソ フ ト テ ニ ス 部 に 入 部 し た 。 お 世 辞

に も あ ま り 熱 心 に と り 組 ん だ と は 言 え な い が 、学 業 で は 理 科 と 社 会 、

歴 史 が 好 き で コ ツ コ ツ と 勉 強 し た 。 旅 行 好 き の 砂 田 氏 に と っ て 中 学

校 の 修 学 旅 行 は 楽 し み の ひ と つ で あ り 、 家 族 以 外 の 人 と 出 か け た 初

め て の 旅 だ っ た 。 行 き 先 は 九 州 で 、 関 西 汽 船 の フ ェ リ ー に 乗 っ て 長

崎 と 別 府 、 熊 本 を 巡 る 2  泊 3  日 だ っ た 。  

中 学 校 を 卒 業 し た 砂 田 氏 は 、1 9 7 3 年 4 月 に 愛 媛 県 立 今 治 北 高 等

学 校 に 入 学 し た 。 高 校 時 代 も 「 別 に 変 わ っ た こ と は な く 普 通 の 高 校

生 」 だ っ た と 言 う 砂 田 氏 で あ る が 、 旅 行 好 き な だ け に 高 校 で の 修 学

旅 行 も い い 思 い 出 と し て 残 っ て い る 。 ま ず 、 今 治 か ら バ ス と 列 車 を

乗 り 継 い で 福 井 県 に 入 り 、 曹 洞 宗 の 総 本 山 で あ る 永 平 寺 や 国 指 定 名

勝 の 東 尋 坊 を 訪 問 し た 。 次 に 、 北 陸 三 県 の 中 心 に 位 置 す る 石 川 県 金

沢 市 に 立 ち 寄 っ た 。 そ し て 、 北 ア ル プ ス を 挟 ん で 東 側 へ 列 車 で 移 動

し て 新 潟 県 直 江 津 市 （ 現 ・ 上 越 市 ） 経 由 で 長 野 県 に 入 り 、 長 野 市 に
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あ る 善 光 寺 を 参 詣 し た 。 そ の 日 の 宿 泊 先 は 北 佐 久 郡 軽 井 沢 町 の 「 星

野 温 泉 旅 館 」で あ っ た 。星 野 温 泉 の 開 湯 は 1 9 1 3 年 で あ り 、星 野 国

次 が 温 泉 の 掘 削 を お こ な っ た の が 歴 史 の は じ ま り で あ る 。 そ し て 、

星 野 国 次 は「 星 野 温 泉 旅 館 」を 開 業 し 、初 代 か ら 数 え て 4 代 目 に 当

た る の が 星 野 佳 路   で あ る 。 星 野 旅 館 は （ 株 ） 星 野 リ ゾ ー ト に 継

承 さ れ 、 星 野 佳 路 に よ っ て い ま や 日 本 を 代 表 す る リ ゾ ー ト ホ テ ル 運

営 会 社 に 成 長 し て い る 。  

長 野 県 を へ て 、一 行 の

最 終 目 的 地 は 東 京 都 で

あ っ た 。東 京 都 と い っ て

も 広 い が 、や は り 修 学 が

目 的 の 旅 行 だ け あ っ て

政 治 の 中 心 で あ る 霞 ヶ

関 や 、 1 9 5 8 年 の 竣 工 以

来 東 京 の シ ン ボ ル と な

っ た 東 京 タ ワ ー な ど を

巡 っ た 。帰 路 は 新 幹 線 と

列 車 を 乗 り 継 い で 今 治

に 戻 る と い う 、い ま の 時

代 で も 豪 華 な 国 内 団 体 旅 行 で あ っ た 。  

学 業 の 方 で は 、 中 学 時 代 と 同 様 に 地 道 に 努 力 を 重 ね 、 大 学 受 験 で

は 東 京 農 業 大 学 に 合 格 し た 。「 い ち ど は 今 治 を 出 て 首 都 東 京 で 外 の 風

を 浴 び て み た い 、 今 治 を 外 か ら 眺 め て み た い 」 と い う 気 持 ち が あ っ

た 。 ま た 、 曽 祖 母 や 祖 母 も 「 か わ い 子 に は 旅 を さ せ よ 」 と 言 わ ん ば

か り に 「 行 っ て こ い 」 と 背 中 を 後 押 し し て く れ た こ と も あ り 、 嬉 々

と し て 1 8 歳 で 今 治 を い っ た ん 離 れ 上 京 し た 。  

 こ う し て 1 9 7 6 年 4 月 、砂 田 氏 は 東 京 農 業 大 学 農 学 部 林 学 科 に 入

学 し た 。 林 学 科 を 選 ん だ 理 由 は 、 祖 父 の 清 哉 が 今 治 市 玉 川 町 及 朝 倉

村 共 有 山 組 合 の 組 合 長 を し て い た こ と が 少 し 影 響 し て い る 。 当 時 は

ま だ 国 産 材 が 市 場 の 半 分 ほ ど を 占 め て い た が 、 徐 々 に 輸 入 材 が 浸 透

 

 

善 光 寺 本 堂  

（ 善 光 寺 事 務 局 文 教 課 の 許 可 を 得 て 掲 載 ）  

LOOKS
ノート注釈
（株）星野リゾート代表。1960年長野県北佐久郡軽井沢町生まれ。1983年に慶応義塾大学経済学部を卒業後、コーネル大学ホテル経営大学院修士課程を修了。帰国後、家業を継ぎ、1991年に星野温泉旅館の社長に就任。社名を現在の名前に改称し、日本屈指のリゾート開発・運営会社に成長させた。
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し は じ め 、砂 田 氏 が 東 京 農 業 大 学 に 入 学 し た 1 9 7 0 年 代 半 ば は 林 業

に お い て 転 換 期 の 時 代 だ っ た と 言 え よ う 。  

東 京 農 業 大 学 は 、 実 学 の 必 要 性 を 説 い た 榎 本 武 揚 の 声 か け に よ っ

て 1 8 9 1 年 に 設 置 さ れ た「 育 英 黌
い く え い こ う

農 業 科 」を 原 点 と し 、そ こ か ら 独

立 し て 1 8 9 3 年 に 設 立 さ れ た 東 京 農 学 校 を 前 身 に も つ 。東 京 農 学 校

の 初 代 学 長 は 、 明 治 農 学 の 第 一 人 者 と し て 名 高 い 横 井 時 敬
と き よ し

  で あ

り 、 徹 底 し て 実 学 主 義 を 貫 い た 。 横 井 時 敬 の 父 ・ 時 教 は 横 井 小 楠 の

高 弟 で あ り 、ま た 時 敬 は 熊 本 洋 学 校 で L . L .ジ ェ ー ン ズ   の も と で

学 問 に 励 ん だ こ と か ら 今 治 と も 縁 が あ る 。 横 井 小 楠 と L .L .ジ ェ ー ン

ズ を 結 ぶ 人 物 が 横 井 時 雄 で あ る 。横 井 小 楠 の 長 男 で あ る 横 井 時 雄 は 、

熊 本 バ ン ド の メ ン バ ー で あ り 、 新 島 襄 の 同 志 社 大 学 で 学 び 、 今 治 教

会 の 初 代 牧 師 と な り 、 今 治 の タ オ ル づ く り の き っ か け を 与 え た 。  

東 京 農 学 校 に 話 を 戻 す と 、 同 校 は 、 1 9 1 8 年 の 「 大 学 令 」 公 布 を

受 け て 東 京 農 業 大 学 へ 昇 格 を 果 た し 、 日 本 を 代 表 す る 私 立 の 農 業 大

学 と し て 地 歩 を 固 め て い っ た 。 東 京 農 業 大 学 と 言 え ば 「 大 根 踊 り 」

が 有 名 だ が 、 こ れ は 19 52 年 に 誕 生 し た も の で あ る 。  

農 学 部 林 学 科 で は 授 業 や 課 題 を こ な す の に 毎 日 が 忙 し く 、 砂 田 氏

は 、 世 田 谷 区 桜 丘 に あ る 大 学 と 、 お な じ 世 田 谷 区 下 馬 に あ っ た 下 宿

先 の 東 予 学 舎 （ 1 984 年 に 調 布 市 に 移 転 ） の 間 を 片 道 3 0 分 の 路 線

バ ス で 往 復 す る 日 々 を 過 ご し た 。  

東 予 学 舎 と は 愛 媛 県 東 予 地 域 の 学 生 の た め の 男 子 寮 で あ り 、 砂 田

氏 に あ て が わ れ た 4 階 の 部 屋 か ら は 冬 の 晴 れ た 日 に 富 士 山 を 眺 望 で

き た 。 東 予 学 舎 で の 生 活 で 砂 田 氏 は 同 窓 生 以 外 の 学 生 と も 友 だ ち に

な り 、 楽 し い 寮 生 活 を 送 っ た 。 東 予 学 舎 は 常 時 6 0 名 ほ ど の 学 生 が

住 ん で お り 、 学 業 に 多 く の 時 間 を 割 か れ た 学 生 生 活 で は あ っ た が 、

寮 に 戻 る と 修 学 旅 行 気 分 を 味 わ え た 。 東 予 学 舎 で は 年 に 一 回 の 恒 例

行 事 が あ り 、 貸 切 バ ス で 千 葉 県 の マ ザ ー 牧 場 や 栃 木 県 の 日 光 、 静 岡

県 の 伊 豆 な ど へ 寮 生 た ち と 旅 行 に も 出 か け た 。 そ の ほ か に 寮 主 催 の

寮 生 対 抗 ソ フ ト ボ ー ル 大 会 が 開 催 さ れ た り 、新 年 会 や 新 入 生 歓 迎 会 、

卒 業 生 送 別 会 、 誕 生 会 な ど も あ っ た り 、 毎 月 何 か し ら の 交 流 行 事 が

LOOKS
ノート注釈
1860年に肥後熊本藩士横井時教の四男として誕生。1871年に熊本洋学校に入学し、アメリカから来日した教師L.L.ジェーンズの助手として洋学を修得。その後、駒場農学校をへて、1882年に福岡県農学校教諭に赴任し、このときに塩水撰種法を考案。そして、東京農林学校の教師をしていたドイツ人農学者フェスカの推薦により、1889年に農商務省技師試補に任ぜられるが、待遇をめぐって上司と対立し辞職。1894年、帝国大学農科大学教授に就任し、1899年に農学博士の学位を取得。『農業小学』（1887）をはじめ、『農業小学補遺』（1888）、『栽培汎論』（1898）、『稲作改良論』（1904）、『第壹農業時論』（1905）、『農閑出鱈目草』（1916）、『小農に関する研究』（1927）など多くの著書を残している。1927年没。

LOOKS
ノート注釈
Leroy Lansing Janes（1838-1909）。アメリカ陸軍の軍人であったが、退役後にフルベッキの斡旋で来日し、熊本洋学校の設立に参加。キリスト教布教は公には禁止されていたが、密かに聖書研究会をはじめ、キリスト教を信じる教え子たちが熊本バンドを結成。バンドメンバーに横井時雄がおり、そのほかにも小崎弘道や海老名弾正、金森通倫、不破唯次郎、宮川経輝などがいた。
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あ っ て そ の 都 度 「 大 根 踊 り 」 は 十 八 番 で あ っ た 。 寮 で は 学 生 た ち に

有 益 な 情 報 も 掲 示 板 を 使 っ て 伝 え ら れ た 。 た と え ば 、 ア ル バ イ ト 募

集 の チ ラ シ も 常 時 貼 っ て あ り 、 砂 田 氏 は 選 挙 ポ ス タ ー 貼 り の 臨 時 で

の ア ル バ イ ト を や っ た こ と も あ る 。  

 旅 行 で は な い が 、 校 外 実 習 で 群 馬 県 に 足 繁 く 通 っ た 。 林 政 学 を 専

攻 し て い た 砂 田 氏 は 、 群 馬 県 の な か で も 妙 義 山 へ は よ く 調 査 研 究 に

出 か け た 。 現 地 ま で は 電 車

を 乗 り 継 ぎ 、 最 寄 り 駅 か ら

は 徒 歩 で 向 か う と い う 長 旅

で あ っ た 。林 政 学 と は 、林 業

生 産 と 森 林 管 理 に 関 わ る 政

策 を 考 え る 学 問 で あ り 、 自

然 科 学 的 ア プ ロ ー チ と い う

よ り も む し ろ 社 会 科 学 的 ア

プ ロ ー チ を と る 。そ の た め 、

現 地 で は 伐 採 現 場 を 見 学 し

た り 、 集 落 調 査 を お こ な っ

た り 、 山 に 族 生 す る 植 物 を

観 察 し た り し た 。  

砂 田 氏 に と っ て 刎 頚
ふ ん け い

の 交 わ り で 結 ば れ た 友 と の 出 会 い や 林 学 科 で

培 っ た 経 験 は 人 生 の 宝 物 と な り 、 4 年 間 の 東 農 大 で の 学 生 生 活 は 実

り の 多 い も の と な っ た 。  

（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 

 

妙 義 山  

（ 画 像 提 供 ： 富 岡 市 ）  


